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現在全世界がコロナの影響下にあり、社会、経済、

政治、人口、科学技術、学問、大学もあらゆる面で大

きなダメージを受けている。台湾に住んでいる一研究

者として、自由な往来が阻害されてしまった、世界中

で不況がやってくる、研究開発も今までのように進ま

ない、まるで世界大戦が起こってしまったかのようだ

と感じる。科学研究、高分子科学技術の研究において

も大きな曲がり角と言って間違いない。 

コロナのもたらす経済的損失とその停滞は、今後世

界大戦のそれに匹敵するところまで膨れ上がるのでは

なかろうか。第一次世界大戦は爆弾で、第二次は原爆

で、第三次は生物兵器でという話もあるが、この場合

いつ戦争が始まるのか、そもそも戦争なのか一般市民

にはわからない。しかしすでに各国の支出はコロナ対

策から始まって大幅に増え、税収入は激減し、それに

もとづく社会不安、政治の不確定性、文化の衰退がみ

られるが、今後何年間も続くかもしれない。基礎科学

の研究費は減少し、社会的位置づけも変化してしまう

のではないかと恐れている。 

第二次大戦後経済は荒廃し、各国市民は多くのもの

を失ったが、自由、民主、公正、法の下の平等をもと

に、力を合わせて努力し、復興に努力した。基本的に

は努力をすれば報われる、外国との往来もできるよう

になる、外国で研究し、国際会議に自由に参加し、国

際連携を推進できるようになってきた。国レベルでは

科学技術で競争し、新しく産業を導入すれば、イノベ

ーションに成功をすれば、科学技術立国として誇れる

道が開けた。経済も伸び、個人的にも生活が豊かにな

り、ボーダレスの研究が実現してきた。しかしコロナ

により、状況は一変した。ワクチンなどによりコロナ

の影響は改善されても、我々の発想、価値観はもう元

に戻らないのではないか。今後は各国固有の政治、経

済、社会、文化、習慣を反映した独自の科学技術とい

う視点も、グローバルな国際競争の観点と合わせて、

注目を集めると思われる。このような状況下で、各国

と日本の研究の立ち位置と役割を確認し、ポストコロ

ナに向けて科学研究、高分子研究の世界的展開をどう

考えるかは極めて重要である。 

コロナの影響が第二次世界大戦のそれに近いなら、

戦後の日本の科学技術がたどった道がコロナ後の一つ

の参考例になるだろう。第 2 次世界大戦前には化学は

経験の学問と言われていたが、戦後は量子力学をベー

スに論理の科学として発展した。物理化学のみならず、

合成化学、生化学も量子論的概念を取り入れ大きく伸

びた。それにともない世代交代も加速した。ポストコ

ロナにおいても学問の流れが大いに変化し、大きくジ

ャンプし、パラダイムシフトが実現していくだろう。

そのひとつは言うまでもなく、AI ベースによる研究

展開である。戦前の経験の化学から戦後の量子力学ベ

ースの論理の化学にシフトしたように、コロナ後は

AI に基づく学問へと、高分子科学も進むと予想され

る。さらに研究者、技術者の発想も研究パターンもま

た AI ベースになると思われる。それに伴って世代交

代はさらに加速されるであろう。 

日本の文化、社会、伝統に基づく、「道を究める研

究」の姿勢は必要不可欠なものであり、そのオリジナ

ルなトライアルは日本の研究の強みである。しかし世

界の科学技術動向の正しい理解の上に、日本の研究戦

略戦術がたてられねばならない。これに関して私の経

験した話の一つを書かせていただく。８０年代にアメ

リカ電子産業はパソコンをすべて自前で作り上げるの

をやめた。米西海岸で心臓部を作り、台湾でデバイス

を製造、中国でセットアップする３極構造を提案し、

実行に移した。台湾新竹ではサイエンスパーク構想を

打ち出し、多くの電子産業が伸び今日の隆盛をみるに

至ったが、台湾はアメリカの構想実現の受け皿だった

のだ。世はサイエンスパーク時代と日本も筑波地区他

を開発したが、国立研究所群の筑波への集積を見ただ

けで、民間研究所は数年のうちに逃げ出した。世界戦

略のないサイエンスパーク構想だったのだ。いまでは

第二の冷戦かもしれないなどと言われ、コロナ後のサ

プライチェーンの見直しが進んでいるが、８０年代の

電子産業のように動向を見誤ることなく、世界の流れ

に対応した、しかし日本独自の的確な判断をすること

が求められる。それが日本の科学、高分子科学を強く

する。 


